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研究成果の概要（和文）： 本研究では，英文ライティングにおけるフィードバックと学習効果の関係を調査し
た．そのため，英作文データの収集を行い，文法誤り，構文情報を人手で付与して，詳細な分析を推し進めた．
この結果を基に各実験条件と学習効果の関係の分析を行った．その結果，当初の仮説とは異なり，実験条件間に
学習効果の差異は見られなかった．この一番の理由として実験に使用した前置詞誤り検出／訂正手法が，理論値
通りの性能で検出／訂正できなかったということが明らかとなった．この問題を解決し，より効果のあるフィー
ドバックを実現するため手法の性能改善とフィードバックの質の改善に取り組んだ．その結果，性能，質とも一
定の改善成果が得られた．

研究成果の概要（英文）：In this work, we investigated the relation between feedback and learning 
effects. We collected student essays, annotated with their syntactic structures and grammatical 
errors. Then we examined the relation. As a result it turned out that there were not significant 
differences between the experimental conditions, which was ascribed to the fact the correction 
system did not work well because of various errors and unnatural expressions. To solve them , we 
explored methods for reducing their influence to improve detection/correction performance and 
feedback quality, resulting several detection/correction methods
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１．研究開始当初の背景 
 
 文法誤り検出／訂正は，英文ライティング
学習支援としての観点から盛んに研究が行
われているが，従来手法には，誤りに関する
説明ができなという問題がある．従来手法で
は，誤り位置と訂正候補のみ提示可能であり，
なぜ誤りであるかを説明することは困難で
ある．英文ライティング学習支援で重要なこ
とは，なぜ誤りであるかを適切に学習者に提
示することである．したがって，実用的な自
動添削システムを実現するためには，誤りの
説明を可能とするためのメカニズムが必要
不可欠である． 
 
 本研究課題に関連する研究として，誤りの
説明を可能にする自動添削パラダイム「誤り
格フレーム」を提案した．誤り格フレームは
人間が解釈可能な形式をしており，誤りに関
する説明を柔軟に記述できるという特徴を
備える． 
 
 このように，誤り格フレームは従来手法に
ない利点を有するが，その評価についてはま
だ十分でない．特に，誤り格フレームから得
られる「なぜ誤りであるかの説明」により，
どの程度の学習効果が得られるのかは明ら
かでない．また，誤り格フレームでは，訂正
候補，例文も学習者に提示可能である．これ
らの情報を適切に組合せることで，より高い
学習効果が得られると期待されるが，その組
合せは，まだ明らかではない．  
  
２．研究の目的 
 
 本研究では，フィードバックの量と質（種
類）と学習効果の関係を明らかにすることを
目的とする．上述の誤り格フレームに基づく
自動添削では，フィードバックメッセージの
提示が可能である．これは，申請者の独自の
手法である．この手法で得られるフィードバ
ックがもたらす学習効果を明らかにできれ
ば，今後，効果的な学習支援に繋がることが
期待される． 
 
 また，研究を通じて，自動添削システムの
性能改善，および，フィードバック生成手法
の改善も目的とする．具体的には，実験によ
り得られたデータとその分析により，自動添
削システムやフィードバック生成手法を改
善するための方法論を検討する． 
 
３．研究の方法 
 
 研究の実施の伴い，まずは，誤り格フレー
ムに基づいた手法を実装した学習支援シス
テムを構築した．ネットワーク上で動作する
システムで，複数のユーザが同時に，英文ラ
イティングを行うことができる仕様とした．
また，誤りの検出，フィードバックの提示も

行える．更に，各学習者の作成した英文を各
種情報（ライティング時間，ユーザ情報など）
と共にログとして保存する機能も有する． 
 
 
 実際にこのシステムを学習者に使用して
もらい，その学習効果を測定する．具体的に
は，複数の条件のシステムを，学習者に連続
して使用してもらう．その間に提示されたフ
ィードバックにより，どの程度誤りが減るか
を測定し，学習効果とする． 
 
 まずは，予備的なデータを収集する．その
後，本実験として本格的な収集を行う．最終
的に，学習回数と誤り率の低下の関係を測定
する． 
 
 得られたデータと結果の分析は，計算言語
学的な手法により半自動的に行う．加えて，
人手による言語学的な分析も行る．両方法を
融合することで多角的な分析を試みる． 
 
４．研究成果 
 
 予備実験，本実験を通して，英作文データ
の収集を行った．具体的には，本実験では，
24人分150エッセイからなる英作文データを
収集した． 
 
 収集した英作文データに，文法誤り，構文
情報を人手で付与して，詳細な分析を推し進
めた．この結果を基に各実験条件と学習効果
の関係の分析を行った． 
 
 その結果，当初の仮説とは異なり，実験条
件間に学習効果の差異は見られなかった．こ
の一番の大きな理由として，実験に使用した
前置詞誤り検出／訂正手法が，理論値通りの
性能では動作せず，学習効果が得られるほど
に誤りを検出／訂正できなかったというこ
とが明らかとなった． 
 
 詳細な理由を特定するために，更なる分析
を行ったところ，当該前置詞誤り検出／訂正
手法の評価実験では想定しない事例・現象
（1）幅広い綴り誤り，（2）特殊な構文が，
今回の実験では頻出したため解析に失敗し，
その結果，誤り検出／訂正にも失敗したとい
うことが特定できた． 
 
 このような状況を踏まえ，研究の方向性を
少し修正して，前置詞誤り検出／訂正手法の
性能改善し、適切なフィードバックを生成に
まずは取り組むこととした．具体的には、（I）
構文解析性能の向上と（II)綴り誤り自動認
識性能の向上，（III）フィードバックの質の
改善に取り組むこととした． 
 
 （I）については，今回得られたデータを
基に，学習者の構文的特徴を調査した．そこ



から，学習者英文における前置詞誤りの特徴
などを明らかにした．これらの結果を基に，
学習者の英文向けの構文解析モデルを構築
し，構文解析の性能を向上させた．これらの
成果を学会で発表した．また，論文として発
表した．この論文は論文賞を受賞した． 
 
 （II）についても，非常にノイジーな学習
者の英文中の綴り誤りを自動訂正する手法
の考案を行い，学会発表と論文発表をおこな
った．これにより，綴り誤りが多く含まれる
英文でも，品詞解析，構文解析を本来の性能
に近い性能で動作させることができる．更に，
このことにより，誤り検出／訂正などのアプ
リケーションの性能が向上することが期待
できる． 
 
 （III）については，より詳細で効果的な
フィードバックを実現するための方法を検
討した．従来の誤り検出の結果を基に，学習
者が前置詞の用法のどの部分に問題を抱え
ているかを推定する新しいタスクを提案し
た．また，このタスクを解くための方法の一
例を示した．更に，単語の意味を考慮してフ
ィードバックを行う方法の検討も行った．こ
の結果はプレリミナリなものであるが，今後
意味を考慮したフィードバックの実現に繋
がることが期待される． 
 
 本研究の成果として得られたデータおよ
び解析ツール類は，基本的に言語資源協会よ
り公開している．ツール等は，次の URL より
入手可能である： 
 
構文情報および綴り誤りの情報が付与され
た英文データ 
http://www.gsk.or.jp/catalog/gsk2016-b/ 
 
学習者英文向け構文解析モデル 
http://www.gsk.or.jp/catalog/gsk2016-a/ 
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